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大ࡕ࢈業大学ܦ営࿦集　ୈ ùø ר　ୈ ø߸
11）。シφジーとはܦ営学で用いられるʮ相৐効果ʯの意ຯではなく、ݪ࢝的จ化の݈߁
度をࣔすݴ༿として、シφジーがߴい΄どそのจ化は݈߁的で、シφジーが௿い΄どෆ݈
߁なจ化として定義される９。シφジーがシステムの中にある組৫はར己的な実行がརଞ
的（社会貢献）になる。学生は、自分自਎がָしいことや֨޷ྑくັྗ的な場、地域ॅຽ
は、参加したくなるようなقઅ࠵事や਎近な学習・ަ流の場、企業は社会貢献をとおして
理念を実現できる場にັかれる。このような場をとおして参加する主体のར己的な実行が
རଞ的（社会貢献）な成果につながるシステムである。
　自己実現しようとするϦーμーは࢖໋ײが強く社会的な課題を解決することにເ中であ
る。そして、仕事をָしΜでいる参加者は仕事と༡び、個人と仕事、自己とඇ心理的現実
といったೋ分法的ରཱを超ӽしている。自分らしく行動する場への参加者は自分自਎の長
所や୹所をよく理解して能ྗを発شするためには長所を活かすことがඞཁだと心ಘてい
る。やりたいことも໌֬なために、それをଞ人に఻えてڠྗをٻめることもできる。これ
らの行動は自分のやりたいことの実現に向けて集ஂをまとめながら共同で活動することに
つながる（中໺、2018ɿ108）。自然と場の中心になる人෺がϦーμーとしての役割を担う
ことになる。
̑．͓ΘΓʹ
　これまでのマーケティング研究は企業のཱ場で生࢈性や効཰化をॏࢹしたܦࡁ社会をલ
提に理࿦化、֓念化がਐ展してきた。価値共創マーケティングは社会システムの中で考察
される。社会システムの中でސ٬が決める価値を出発఺として企業が௚઀どのような相互
作用をとおしてސ٬の価値を共創するのかが研究のର৅となる。ຊߘで考察したアクティ
ブラーニングをとおした場が社会システムの中でおこなわれる相互作用の場である。そこ
では生活者をは͡め事業者や/10など多様な主体が相互作用をおこなっている。価値共
創マーケティングの֓念化にはこのような場に企業が௚઀的に関わりながら組৫運営をと
おしてจ຺価値を創଄していくための֓念化がෆ可ܽである。Ҿきଓき研究をਐ展させて
いきたい。
９日ຊについてௐࠪ研究して19年にʰ ٠と౛ をʱ出൛したルース・ベネディクトが用いたݴ༿である（中
໺、2018ɿ1ô1）。
1
価値共創マーケティングによる地域活性化の一考察（藤岡芳郎）
ँࣙ
　ຊߘは大ࡕ෎からのҕୗ事業ʮฏ成0年度　商店街サϙーター創出・活動ࢧԉ事業　課
題解決プランʯ、ฏ成0年度大ࡕ࢈業大学商学Պಛผඅ（ゼミ単位でのアクティブラーニ
ング）で活動した事例を中心に考察しています。また、大ࡕ࢈業大学共同研究組৫の助成
をडけています。ここにهしてޚྱを申し上げます。
ࢀߟจݙ
,PUMFS1（198）┑┥┶┯┩┸┭┲┫ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸⓾ⓤ┅┲┥┰┽┷┭┷⓰ⓤ└┰┥┲┲┭┲┫⓰ⓤ┥┲┨ⓤ┇┳┲┸┶┳┰⓰ⓤ1SFOUJDF)BMM
.BTMPX")（191）┘┬┩ⓤ┊┥┶┸┬┩┶ⓤ┖┩┥┧┬┩┷ⓤ┳┪ⓤ┌┹┱┥┲ⓤ┒┥┸┹┶┩7JLJOH1SFTT（上ా٢一༁（1999）
ʰ人間性の最ߴ価値ʱ੣৴ॻ๪）。
.BTMPX")（1998）┑┥┷┰┳┻ⓤ┳┲ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸+PIO4POT*OD（金Ҫᆹ޺؂༁（200）ʰ ׬全
なるܦ営ʱ日ຊܦࡁ新ฉ社）。
.JO[CFSH)#"IMTUSBOE+-BNQFM（1998）┗┸┶┥┸┩┫┽ⓤ┗┥┪┥┶┭⓾ⓤ┅ⓤ┋┹┭┨┩┨ⓤ┘┳┹┶ⓤ┘┬┶┳┹┫┬ⓤ┸┬┩ⓤ
┛┭┰┨┷ⓤ┳┪ⓤ┗┸┶┥┸┩┫┭┧ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸⓰ⓤ'SFF1SFTT（໦村ॆ؂༁（1999）ʰ 戦ུサファϦʱ東༸ܦࡁ
新ใ社）。
ੴҪ३ଂ・ኍాষޫ・ࡔాོจ（2019）ʰ ̍からのマーケティング・デβインʱ੽学ࣷ。
上ݪ੐඙（2008）ʮ創発マーケティングの実ફ࿦理ʯ%/1創発マーケティング研究会ʰ創発する
マーケティングʱ日ܦ#1企画ɽ2ô1。
岡෦ޫ໌（201）ʮ主流೿ܦࡁ学のʮࣦഊʯとそのରԠʯʰ ໌࣏学Ӄ大学ࠃࡍ学研究ʱ1ɿ21ô0。
クルト・Ϩϰィン（201）ʰ 社会的ᷤ藤の解決ʱͪとせプϨス。
ਗ਼ਫതฤஶ（2000）ʰ 場と共創ʱ/55出൛。
中໺໌（2018）ʰ マζロー心理学ೖ໳ʙ人間性心理学のݯ流をٻめてʱアルデ。
୮Ӌਗ਼（200）ʰ ٕज़ܦ営࿦ʱ東ژ大学出൛会。
໺村߁（2018）ʰ 社会Պ学の考え方ʙೝࣝ࿦、Ϧサーν・デβイン、ख法ʱ໊ݹ԰大学出൛会。
藤岡芳郎（2018）ʮ地域活性化活動における場の生成プロセスについてʙ価値共創アプローνで
の理࿦的考察ʯʰ 大ࡕ࢈業大学ܦ営࿦集（大ࡕ࢈業大学学会）ʱ 19ɿ109ô12。
村দ५一ฤஶ（201）ʰ ケースブック　価値共創とマーケティングʱ同จؘ出൛。
村দ५一（201）ʮ価値共創マーケティングのର৅ྖ域と理࿦的基൫ʙサーϏスを基࣠とした新
たなマーケティングʯʰマーケティングジϟーφル（+BQBO.BSLFUJOH"DBEFNZ）ʱ（/P ̎）ɿ
2ô20。
村দ५一ฤஶ（2018）ʰ サーϏス社会のマネジメントʱ同จؘ出൛。
ໜ໦݈一郎（200）ʰ ひらめき೴ʱ新ை新ॻ。
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